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Mrs.Dallowayに お け る音 と風 景

本 岡 典 子

は じ め に

1Vlrs.Da〃otivayは 六 月 のLondonの あ る____.日を 時 間 の 大 きな枠 組 み と して

主 人 公ClarissaDallowayを 中 心 に 展 開 す る。 登 場 人 物 は 多 く、 物 語 も

ClarissaとSeptimusと い う、 年 も社 会 的 地 位 も異 な り、直 接全 くか かわ り

あ うこ とのないはずで あった二人 を中心 に、意識 、感 覚、感情、追憶、情景

な どが切 り替 わ り、つ なげ られ 、元 に戻 る。時 間の枠 、そ の もの も追憶 や未

来 の想像 を含 んで、果 て しない広が りを持 ってい る。

情景描 写 にお けるイ メージの多用 と、鐘 の音 をは じめ と した さまざまな音

の効 果 は、小 説構 成 に必要不可 欠の要素であ る。登場人物 の意識 に浮かぶ情

景 は、現実 のLondonで あ っ た り、 ま た追 憶 のBourtonで あ った りす る け れ

ど も、 こ れ らは単 なる背景 では な く、感情の こまやかな揺 れ まで映 した心象

風景 で ある。本論 では、心象風 景 をあざやか に伝 え、ば らば らの情景 に統一

感 を与 える個 々の イメー ジの分析 と、心象風景 に入 り込 んで物語 を展 開 させ

る音の働 きにつ いて考 察 を行 う。

1.四 種 の イ メ ー ジ

Clarissaが 自 ら主 催 す るパ ー テ ィ に花 を買 い に行 く場面 か らこの小説 は始

まる。

 ... The doors  would be taken off their hinges; Rumpelmeyer's men were 

coming. And then, thought Clarissa Dalloway, what a morning — fresh as if
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issued to children on a beach. 

   What a lark! What a plunge! For so it had always seemed to her when, 

with a little squeak of the hinges, which she could hear now, she had burst 

open the French windows and plunged at Bourton into the open air. How 

fresh, how calm, stiller than this of course, the air was in the early morning; 

like the flap of a wave; the kiss of a wave; chill and sharp and yet (for a girl 

of eighteen as she then was) solemn, feeling as she did, standing there at the 

open window, that something awful was about to happen; looking at the 

flowers, at the trees with the smoke winding off them and the rooks rising, 

falling; standing and looking until Peter Walsh said,  'Musing among the 

vegetables?' — was that it? —  'I prefer men to cauliflowers' — was that it? He 

must have said it at breakfast one morning when she had gone out on to the 

terrace — Peter Walsh. (5-6)

今 、 外 れ て し まい そ うな ドア の ち ょ うつ が い か らの 連 想 も手伝 っ て、

Bourtonで 窓 を 開 け、 ち ょ うつ が い の き しむ音 を聞 いた記憶 が呼 び起 こ され

る。 さ ら にBourtonの 思 い 出 に お い て 最 も印 象 深 い 人 物 の 一 人、Peter

Walshを 思 い 出 す の で あ る。

現 実 の 風 景 や 過去 の記憶 の断 片がClarissaの 感 情 に重 ね 合 わ され 、 心 象

が浮 か び上が る。 はっ き りと意識 され た対象 だけで な く、漠然 とした印象 ま

でその まま繊 細 に描 き出す こ とによって、作 品に 日常 の リア リテ ィが生 まれ

ている。 さまざ まな印象や 、その印象が喚起 した、感 情や過去 の記憶 な どを

意 識す る まま に描 こ う としたWoolfで あ るが 、 用 い る イ メ ー ジ に は特 徴 が

ある。古代 か ら自然 を火、空気 、大 地、水 の四元素 に分 けて とらえ る考 え方

が あ ったが、 これ を用 いて、Mrs.Dallowayに お け る イ メ ー ジ の特 徴 を分 類 、

検 討 してい く。

まず、火の イメージは恐怖 の表現 と して用 い られる こ とが多い。Septimus

に と っ て 、世 界 が燃 え る よ う に思 え るこ と(18)も あ れ ば、 自分 が 炎 の 中 に

落 ち て い くように感 じるこ ともあった。鋭敏 な感受性 か ら生 まれた、恐怖 を
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映す心象である。

And he would lie listening until suddenly he would cry that he was falling 

down, down into the flames! Actually she would look for flames, it was so 

vivid. But there was nothing. They were alone in the room. It was a dream, 

she would tell him, and so quiet him at last, but sometimes she was frightened 

too. She sighed as she sat sewing. (155)

Septimusの 幻 想 で は あ るけ れ ど も、実感 に近 い くらい生々 しく感 じられた

幻想である。傍 にいたLucretiaは 夢 だ と彼 に言 い聞 か せ る一 方 で 、あ ま り

の様子に自分 も恐 ろ しくなって しまう。 こうして再度繰 り返 される幻想 に二

人 とも疲労 してい く。

また火の比喩 に よる恐怖 は、Septimusだ けの もの で は な くClarissaも 恐

怖 によって 自分が 炎 に焼 き尽 くされるかの ような感覚 を抱 く。 自分が一生懸

命準備 してきたパーテ ィーが失敗 したのではないか との恐れか らであ る。

Why, after all, did she do these things? Why seek pinnacles and stand 

drenched in fire? Might it consume her anyhow! Burn her to cinders! (184)

刹那、おぼえた強烈な恐怖 は、炎に自分が焼かれる想像 まで引 き起 こす。パ

ーティの さなかPeterに 批 判 され てい るのだ と思 う と、 表面的 には客 に話 を

合わせながら自己を燃や してい ると思 うくらい必死になっている自分 自身を

客観的にとらえて、空 しさを覚える。 この ように火の イメー ジは、火の特質

そのままに、燃え上がるように激 しい感情 を視覚化 している。

空気のイメージはブライン ドがはため く様 子で表現 されている。面白い と

評判の昼食会 に夫だけ招かれ、自分 は招待 されなかったことにシ ョックを受

けたClarissaは 、 窓 を開 けて ブ ラ イ ン ドを揺 らす風 、犬の鳴 き声 な どに6

月の朝 を感 じなが ら、失望 感 に沈む。爽やかな朝 の風 を受 けて、自分の寂 し
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さが余計 に実感 として迫って くる。窓を開けて外 の空気 を取 り込めば取 り込

むほど、逆に自分の衰 えを感 じるのである。

She began to go slowly upstairs, with her hand on the banisters, as if she had 

left a party, where now this friend now that had flashed back her face, her 

voice; had shut the door and gone out and stood alone, a single figure against 

the appalling night, or rather, to be accurate, against the stare of this matter-

of-fact June morning; soft with the glow of rose petals for some, she knew, 

and felt it, as she paused by the open staircase window which let in blinds 

flapping, dogs barking, let in, she thought, feeling herself suddenly shrivelled, 

aged, breastless, the grinding, blowing, flowering of the day, out of doors, out 

of the window, out of her body and brain which now failed, since Lady 

Bruton, whose lunch parties were said to be extraordinarily amusing, had not 

asked her. (35)

また、Clarissaは 、 ブ ラ イ ン ドが パ タパ タい う思 い 出(47)で も っ て、 二

人 の思 い 出 の 地Bourtonの こ とを切 り出 した。 風 に鳴 らさ れるブライ ン ドは

Clarissaに と って 、Bourtonの 思 い 出 と強 く結 び つ い て い る よ うに思 え る。

こ う して風 は さまざまな印象 を緩 やか につ ないで吹 き寄せ る。

他 方、パ ンク した車 が通 り過 ぎる場面 では、街 をす り抜 けてい く風 によせ

て、あ た りの様 子が ざっ と描 か れる。

A breeze flaunting ever so warmly down the Mall through the thin trees, past 

the bronze heroes, lifted some flag flying in the British breast of Mr. Bowley 

and he raised his hat as the car turned into the Mall and held it high as the 

car approached; ... (23)

ある瞬間街 にいあわせたというだけで、それぞれがまるで関係のない通行人

や周 りの光景 を描写するのに、風のイメージはカメラが情景 を映す ように断

片を拾い上げ、効果的に働いている。

飛行機 も空気のイメ.._.ジを担 った描写 といえる。戦後の ことでもあ り、飛
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行機は戦争や死を連想させ、注意をひくものであるが、実際に飛行機が空中

に描いた文字は菓子の宣伝で、平和なものであった。この飛行機の出現によ

って街頭の人々はみな空を見上げ、自分なりの解釈 を行う。

   Suddenly Mrs. Coates looked up into the  sky. The sound of an aeroplane 

bored ominously into the ears of the crowd. There it was coming over the 

trees, letting out white smoke from behind, which curled and twisted, actually 

writing something! making letters in the sky! Every one looked up. (23)

一瞬ではあるが飛行機によって、不特定多数 の人間の注意が一点 に集中する。

大勢か一人の意識かの違いはあるがt一 人 の 人間 の雑 多 な印象 をま とめ る風

のイメージの効果 と、意識や印象 の統一 ・集 中という点 において共通す るも

のがある。

一方で大地のイメージはそれほどない。街 を歩 くPeterの 気 をひい た のは 、

大地か らわ きで ているかすかな音であ った。Clarissaの 邸 を辞 して、 これ ま

での こ とを思 いお こしなが ら歩いていると、老 女の声が考 えをさえ ぎる。

   A sound interrupted him; a frail quivering sound, a voice 

without direction, vigour, beginning or end, running weakly and 

with an absence of all human meaning into

bubbling 

shrilly

up 

and

 ee  urn fah  um so 

foo swee too eem  oo

the voice of no age or sex, the voice of an ancient spring spouting from the 

earth;  ... (90)

年 も性別 もない、意味の ない太古 の声 が大地か ら湧 き出す1と 感 じてい るの

で ある。Peterは 、老女 が 過 ご して きた であ ろ う時 を思 い、更 に遥か太古へ

の想像 を現在のLyndonに 重 ね、失 わ れ た ものへ 思 い をはせている。
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一方
、水のイメージは多い。街の雑踏の中、車のパ ンクによって周囲の

人々の耳 目を集めた車に乗 っていた人物が、総理大臣か どうかは定かではな

いに しろ、とにか く偉い方であったとい う事が もたらした心理的なさざなみ

が、水のかすかな揺 らぎ、波紋のイメージに重ねられている。

   The car had gone, but it had left a slight ripple which flowed through 

glove shops and hat shops and tailors' shops on both sides of Bond Street. 

(20-21)

こうして生 まれた波が、この後計測できない些細 な何か として遠 く中国まで

伝 わるという。劇的に大 きなものではないが、ささいなことが静かに深 く、

いわば無意識的な伝播 として人々の間に広がってい く感覚が表現 されている。

パ ンクの場面に直接立 ち会 った人々に、 さまざまな想像や推測の契機を与え

たこの出来事の衝撃は、ぱっと立 ち消えるのではな く遥か遠 くまで広がって、

力 を弱めなが らも伝 わってい く。

また、Clarissaは 昼食会 に招かれなかったシ ョックから心の奥深 くで、自

分をオールで揺 らされる川底の植物のように感 じる。

   "Fear no more
," said Clarissa. Fear no more the heat o' the sun; for the 

shock of Lady Bruton asking Richard to lunch without her made the moment 

in which she had stood shiver, as a plant on the  river-bed feels the shock of a 

passing oar and shivers; so she rocked; so she shivered. (34)

シ ョック を受 けて、 その衝 撃 の ままにClarissaが た だ 揺 れ 震 え る こ と しか

で き な い とい う感覚 が、水 の イ メージの持 つ、死 につ なが る根 源 的 な恐怖2

と もあ い まっ て視 覚 的 に表 され た一例で ある。 この ように水 の イメージに よ

って描 写 され る恐 怖 は、先 ほ どの火 の恐 怖 同様 に、Clarissaだ け で な く

Septimusに も訪 れ る(77)。 心 理 学 用 語 で い うDoubleと され る、 二 人 の繊 細

な感 覚 の類 似 が見 られ る。
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他に も、 コップか ら水があふれる様子が比喩 として用 いられている。

   The cold stream of visual 

a cup that overflowed and let 

(181)

impressions failed him now 

the rest run down its china

as if 

walls

the eye were 

 unrecorded.

視覚的印象が コップか ら溢れる水のように流れ出てい く、 とい う実感が読者

にも鮮やかに映像 として伝わ って くる。 これはPeterがClarissaの パ ー テ ィ

ーに参加 するため
、彼 女 の家の前 に立 っている際の描写である。屋敷 に向か

う途中、彼 には、Lyndonは 水 に浮 か ん だ都市 の よ うに思 え 、招待客 を乗せ

たタクシーは水上を走 っているかのように映 る。 自分 と他者 との間にあいま

いなヴェールを感 じ取 ってあた りを見回 しているかの ように、Peterの 認識

にお いて、水 のイ メ.__.ジが外 部 の存 在 に重 ね合 わせ られ ている。 ぼんや りし

た、印象 とも幻 ともつかない こう した情景 を脳 裏に浮かべ ていたPeterは 、

このあ と目覚 め、 ようや くパ ーテ ィーの会場 に入ってい く。

Peterの 心 象風 景 は、他 に も水 の イ メー ジ を用いて表 されている。以下 は

魂についての彼の考えである。

   For this is the truth about our soul, he thought, our self, who  fish-like 

inhabits deep seas and piles among obscurities threading her way between 

the boles of giant weeds, over sun-flickered spaces and on and on into gloom, 

cold, deep, inscrutable; suddenly she shoots to the surface and sports on the 

wind-wrinkled waves; that is, has a positive need to brush, scrape, kindle 

herself, gossiping. (177)

魂 は魚の ように深海で泳 ぎまわ り、冷た く深い、計 り知れぬ暗闇 に向か う。

そ して時に飛 び上が り波間にたわむれる。 たいてい深海のような場所 を動 き

回っている魂は、た まにとびあが り、例えばお しゃべ りのような、何 か をし

たいとい う欲求をおぼえる とい うのである。

先ほど言及 したように、視覚的印象が水の流れ となって認識す る とい う感
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覚 、魂 が海 にあ る とい う思想 、 どち らも水 の イメージに よって表現 され てい

る。意識 の対 象 となった さまざまな印象 も、 それ らを意識す る魂 も同 じイメ

ー ジで表 現 され
、個 々の印象 をつ な ぐ意識 その もの を表現す るのに、水 の イ

メージ は重要 な働 きを担 ってい る。

さ らに水 の イメージは、人 それぞれの印象 、感 情をつ な ぎ、統一感 を与 え

ている。人物個 々の情景や場面 をつ なげ る とい う効果 は、風 に乗せ て次 々 に ,

対 象 を描 写 して い く空 気 の イ メ ージ において は見 られ たが、他 のイメー ジに

はあ ま り見 られ ない。以下の引用 では、波 の比喩 で もってRichardとClarissa、

そ れ ぞ れ の心 情 が語 られ て い る。

Indeed, his own life was a miracle; let him make no mistake about it; here he 

was, in the prime of life, walking to his house in Westminster to tell Clarissa 

that he loved her. Happiness is this, he thought. 

   It is this, he said, as he entered Dean's Yard. Big Ben was beginning to 

strike, first the warning, musical; then the hour, irrevocable. Lunch parties 

waste the entire afternoon, he thought, approaching his door. 

   The sound of Big Ben flooded Clarissa's drawing-room, where she sat, 

ever so annoyed, at her writing-table; worried;  annoyed.... And the sound of 

the bell flooded the room with its melancholy wave; which receded, and 

gathered itself together to fall once more, which she heard, distractingly, 

something fumbling, something scratching at the door. (129-30)

部屋 に音 が波 の よ うに押 し寄せ 、あふれ る。水 の イメージ と音 の描写 が重層

的に使 われてお り、情景 に寄せ て感情 を鮮 やか に伝 える一例 である。

鐘 の音 はここで は、人物描 写 を切 り替 え、物語 の筋 をつ ないでい る。 しか

し二 人の感情 は全 くか け離 れてい る。妻 を愛 している!と 幸 福 感 をか み しめ

なが ら街 を歩 くRichardは 、BigBenの 鐘 の音 を 聞 い て も、 た だ時 が 過 ぎた

と感 じ、パ ーテ ィの時 間は無駄 であ った と思 うだ けで あ る。一方、Clarissa

に とっ て そ の鐘 の音 は部屋 い っ ぱ いにあふ れ、憂鬱 にさせ る。 自分 の感情 を

重ね合 わせ て音 を聞 き、音 が次 第 に消 えてい く様子 を退 いて は寄せ、ぶ つか



Mrs.P31∫owayに お け る音 と風 景69

っては くだける波 とい う視覚的 イメージで もって とらえている。 ここでは鐘

の音は、細やかな感情 まで も同調 させ るものではないが、遠 く離れた他者 を

描写する きっかけ3と して使 われ て い る。 この よ うにイメー ジは音の描写 に

おいて も効果的に用い られている。次章では、音の効果 について更に検討 し

てい く。

2.音 の 機 能

BigBenの 鐘 の音 の描 写 は、 さ きほ ど言及 した ものの他 にも数多い。一時

間ごとに鳴る鐘の音だけでな く、15分 ご との小 さな鐘 の音 も物 語 の筋 を交差、

展開 させ る働 きを している。公園でSeptimusとLucretiaが 語 ら って い る と

ころに11時45分 を知 らせ る鐘が 鳴 る。 その鐘 の音が きっかけ となって、描写

の焦点が二人に近づいてきていたPeterに 移 る。

 "I will tell you the time
," said Septimus, very slowly, very drowsily, 

smiling mysteriously at the dead man  in  the grey suit. As he sat smiling, the 

quarter struck — the quarter to twelve. 

   And that is being young, Peter Walsh thought as he passed them. (79)

先ほどのRichardとClarissaに 聞 こえて きた鐘 の音 よ り小 さい音であ り、 こ

の場面 において鐘 の音 はSeptimus達 とPeterに 対 して特 に何 らかの 感 情 を

湧 きあが らせる ものとはなっていない。人物描写 を切 り替 える、あるいは異

質の筋の交差 を助 ける要素 として、鐘の音が使 われている。

車のパ ンクの音(16)も 、街 に居 合 わせ た人 々 の注 意 を惹 く。一瞬、意識

が一点に集中する。第一次世界大戦後の ことで もあ り、鋭 いパ ンクの音 は人

々にピス トルのイメージを喚起 させている。 同様 に、飛行機の爆音(23)も

その うる ささに人々は一 斉 に空 を見つめる。人々が心 に浮 かべ る印象や受 け

た啓示4は ば らば らで あ るが 、音 は偶 然 その場 にいあわせ た者が、短 い間で

はあっても空 を見上げ、沈黙 して一つの もの を見つめ る瞬 間を生み出すJの

であ る。
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また、音 は人 を現 実 に引 き戻 す効 果 も もつ。 公 園の ベ ンチで のSeptimus

の ま どろみ は、 岩 の 上 に取 り残 された水夫 であ るかの ような感覚や ボー トの

端 か ら落 ちてい くような感覚 を生 み出す ものであ った。彼 は まどろみか ら、

街 の ざわめ きによって 目覚め る。

   But he himself remained high on his rock, like a drowned sailor on a 

rock. I leant over the edge of the boat and fell down, he thought. I went 

under the sea, I have been dead, and yet am now alive, but let me rest still, 

he begged (he was talking to himself again  — it was awful,  awful!); and as, 

before waking, the voices of birds and the sound of wheels chime and chatter 

in a queer harmony, grow louder and louder, and the sleeper feels himself 

drawing to the shores of life, so he felt himself drawing towards life, the sun 

growing hotter, cries sounding louder, something tremendous about to happen. 

(77)

恐 ろ しい夢 の中 にい るSeptimusは 、 実 際 に 自分 を取 り巻 い て い る音 が 聞 こ

えて きて、次 第 に意識 が現 実 に引 き戻 されてい く。

また、パ ー一テ ィー のた め に縫 い物 をす るClarissaは 緑 色 の ド レス の ひ だ

を集 め 、 ベ ル トに縫 い付 ける。 その緑色 の ひだの連想 か ら(ymbehneの 一 節

を思 い 起 こ し、 波 の砕 け る情 景 を思い描 く。

So on a summer's day waves collect, overbalance, and fall; collect and fall; 

and the whole world seems to  be saying "that is all" more and more 

ponderously, until even the heart in the body which lies in the sun on the 

beach says too, That is all. Fear no more, says the heart. Fear no more, says 

the heart, committing its burden to some sea, which sighs collectively for all 

sorrows, and renews, begins, collects, lets fall. And the body alone listens to 

the passing bee; the wave breaking; the dog barking, far away barking and 

barking.  (44-45)

Clarissaの 心 象 風 景 に お い て 、 心 は海 を思 い、 肉体 は通 り過 ぎてい く蜂 の音 、
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砕け る波音 、遥 か遠 くで吠 えてい る犬 の鳴 き声 を聞いている。心 の奥底 で こ

う した音 を思 ってい たClarissaは 、 この あ とPeterが 鳴 ら した 玄 関 の ドアの

ベ ル で 現 実 に引 き戻 され る。音 は、Peterの 夢 にお い て もClarissaの 心 象 風

景 にお い て も、情 景 の 中 で響 いてい る と同時 に現実 に意識 を引 き戻 す契機 と

もなって、心 象風 景 と物語 の展 開 をつ な ぐ役 割 を果 た してい る。

さ きほ ど引用 した よ うに大 地 か ら湧 き出す音(90)も 水 の イ メ ー ジ と重 ね

られ 、 音 自体 が心象風景 に溶 け込 んで風 景 その もの を構成 す る要素の一つ と

なってい る。

お わ り に

四種のイメージはそれぞれの特質で もって、心象風景 をあざやかに描 き、

その場面 における登場人物の感覚、追憶、意識 まで も表現する。 またイメー

ジを重ね合わせ ることによって、ばらばらに見 える印象に統一感 を与え、視

覚化する。

音はこうした心象風景に組み込 まれ、それぞれの描写を繋いだ り切 り替え

た りして物語 を展 開させてい くと同時に、音その もの も心象 に働 きかけ、感

情 と共振 している。啓示を与えた り、感 情に訴えかけた りす る音の効果 を受

けて、心象表現は広が りと奥行 を持 ち、意識の深化や他者 との交錯が生 まれ

る。Theleadencirclesdissolvedintheair。(6)と いう文章はBigBenの 鐘 の

音が鳴 り響 く表現 として繰 り返 し用い られている。音が まるで波紋の ように、

空中に溶け広が り、そ して消える。はかないものではあるが、鉛 とあるよう

にその余韻は人々に重 くの しかかる。この ように時の経過 をいやお うな く万

人に知 らせて鐘の音はゆっ くり消滅する。人生そのものを思索 させ、 自分 に

与えられた時が刻々と失われることを実感 させる とともに、感傷的に過去 を

振 り返 らせるのである。

ばらばらにも思 える印象や描写の断片 をイメージで統一 し視覚化 して、根

底 に流れる感情や認識その ものを映す心象風景 に、音 は入 り込む。そ して情

景を縫い合わせた り、切 り離す。 このようにイメージも音 も、多様 な意識の



72本 岡 典 子

集 中や分離、深層意識へ の下 降、現実へ の覚醒 をうなが す とともに、 イメー

ジで もって音 を重層 的 に表現 した り、音 が幾つ かのイメー ジを包括 して現 れ、

この二つ の要素 は互 い に小説構成 に多大 な役 割 を果 た してい る。

イメー ジや音 は作品 中に散在 してい るが、最終 的にはそれぞれが重 な り合

い、主題 を盛 り上 げるため重層 的 に使 われてい る。 この ようなイメ.__.ジや音

の効 ・果はTo the lighthouseやWavesを 分 析 す る こ とに よ っ て更 に明 ら

か になる と思 われ る。 この点 につ いては、次稿 において考察 を深 めたい。

註

本 稿 に お け るMrs.Dallowayか ら の 引 用 は す べ て 、VirginiaWoolf,Mrs.Dalloway

(London;TheHogarthPress,1963)参 照 。

1EdwardMorganForster,PassagetoIndiaに お い て 、 す べ て の 音 や 声 を"Boum"の 一一

語 に 呑 み こ む 、 あ の 洞 窟 の 場 面(154>を 想 起 さ せ る 。

2ReubenBrower,"SomethingCentralWhichPermeated:`Mrs.Dalloway∵'Virginia

Woolf(10)に 水 の イ メ ー ジ と 海 へ の 恐 怖 に つ い て の 言 及 が あ る 。

3よ く指 摘 さ れ る よ う に 、 鐘 の 音 はClarissaとSeptimusと い う、 直 接 に何 の 関 係 も な

い 二 人 の 生 活 を結 び つ け る役 割 を 果 た す 。MoniqueNathan ,VirglnlaWoolf(101)参 照 。

4ReneE.Fortin,"SacramentalImageryinMrs .Dalloway."VirginiaWoolfCritical

AssessmentsVol.III(308)参 照 。

5JeanO.Love,WorldsinConsciousnessは 、 周 囲 の 人 々 の 意 識 を集 中 さ せ る と い う 、 車

と飛 行 機 が もつ 機 能 の 類 似 を指 摘 し て い る(152)。
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